
























































　尾張藩における他国荷物に対する運上金銀の徴収が始まったのは 1682 年（天和 2）であ
る（5）。他国荷物を名古屋・熱田などの商人が他国の荷主から購入した際に、その売上の一
部を尾張藩に納めたのが運上金銀である。18 世紀には売上金 1両につき銀 1匁の運上金
銀が設定されていた。金 1両銀 60 匁換算で売上金の 60 分の 1が上納されたことになる。



































































は 2月 9日から申（1740 年 ･ 元文 5）正月 13 日まで 7回に渡り、不定期に納められている。
その傾向は翌年の 1741 年（寛保元）も同様である。





















2月 9日 文金 2両 1分
5月 3日 文金 9両
6月 3日 文金 8両 2分
8月 3日 文金 5両
10 月 3 日 文金 5両
12 月 3 日 文金 1両 1分
元文 5年
正月 13 日 文金 4両 1分と銀 1匁 3分
3月 5日 銀 5匁 6分 3厘
寛保 3年
4月 3日 金 1分銀 11 匁 3 分 3 厘
7 月 3 日 金 2分
8月 3日 金 3分
11 月 3 日 金 1両

























































屋が多くなりすぎたことで、1794 年（寛政 6）に株数制限を行い 117 軒と定められた（12）。








































2樽半替で代金を計算している。1858 年（安政 5）から 1864 年（元治元）まで 5冊（1862 年






































































































































































　【史料 8】は米穀問屋 25 軒が名古屋の米穀流通の取締りを図るために、堀川に米穀会所
設置を願い出たものである。運上金銀が減少している状況は、1813 年（文化 10）になって
も変わらなかった。船を使い輸送する他国荷物の運上金銀が減少することは、名古屋から

























































































そのほかにも、1792 年（寛政 4）4月、古道具屋株を伝馬町の太郎右衛門から、1820 年（文
政 3）正月、炭薪仲買株を日置の米屋金蔵から譲り受けていることがわかる。




























































10 年限で使用することとした。肥物世話方肝煎は 1847 年（弘化 4）から認められている。
史料中に「肥物株式年限満」と記されているおり、巳 10 月は、1847 年（弘化 4）から 10 年





































手先からの 1年間の世話料が、伊東理三郎が金 50 両、万屋文七が金 40 両、野尻利右衛門










































































坂の平野屋太兵衛に求めている。なお、高部氏はこの史料の作成年代を 1811 年（文化 8）

























　熱田蔵之町の塩屋仁右衛門が 1829 年（文政 12）、肥料商売を願い出た。名古屋干鰯問屋
は塩屋を肥料商として認めることに反対した。さらに熱田商人が名古屋干鰯問屋にとって
迷惑な存在であることを述べている（35）。塩屋仁右衛門は屋号通り、塩屋を営む商人であっ
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19 世紀前半の名古屋への移入荷物にみる流通と商人
　　【参考史料 1】
　　　　　　乍恐奉願上候御事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新尾頭町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平野屋新七
一私儀往古ゟ諸荷物問屋仕来申候処、去ル寅年諸株一統御解相成候得共、諸荷物商売
之儀者引続渡世仕、偏御蔭故与難有仕合奉存候、就者御城下諸商人従来問屋家筋等之
者御願申上、今般夫々職分之世話方肝煎被仰付御冥加銀上納仕候筈相成申候由承知
仕候、付而ハ私儀往古ゟ肥物始諸荷物御運上御差上取扱候分、別紙之通ニ御座候処、
右之内今般
　　一肥物
　　一綿
　　一紙類
　　一塩
　　一魚油
　　一米穀
右品々世話方肝煎役被仰付被下置候様奉願上候、勿論諸荷物先々之通他所荷物ハ代
金壱両ニ付壱匁宛之御運上差上并肥物米穀之儀ハ御城下世話方等之振を以相納申度、
右御許容被成下候ハヽ、為御国恩可成丈之御冥加銀上納仕度候得共、私儀累年内輪
不如意ニ付、乍少分前顕品々為御冥加正金弐拾五両也、年毎ニ金五両宛五ヶ年ニ上納
仕度奉願上候、右願之通格別之御憐考を以御聞済被下置候ハヽ、往古ゟ数代仕来候
規模も相立重々難有仕合可奉存候、以上
　　　　　弘化四年未六月
　　【参考史料 2】
　　　　　　　　乍恐再応奉願上候御事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新尾頭町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平野屋新七
一私儀往古ゟ諸荷物問屋仕来申候処、御解後去未六月肥物始諸品世話方肝煎役奉願上
候処、今般郷綿計り十ヶ年之内世話方肝煎役被仰付難有仕合奉存候、其余諸品之儀
御吟味之上被仰付候趣奉畏候、就而ハ右品々従来仕来之儀左ニ御願奉申上候
一肥物并ニ魚油之儀往古ゟ問屋職仕来申候処、右肥物之儀ハ農業専一之品ニ付、前々ハ
御運上御取揚無之候処、文化十三子年御城生鯖問屋ゟ肥物御運上差上始申候付、其
節ゟ私方も他所送り荷物之分御運上差上、右職問屋仕来申候、其後須賀町浪切屋忠
左衛門、当町野尻屋理右衛門、築出町豊三郎等肥物商売相始候節々、問屋差障不相
成哉之趣御尋被為在、其節夫々御答申上候付、右之者直水上等不相成様被仰付、仲
買同様ニ相成、私方問屋之規模も相立、寅年已前迄連綿相続罷在候儀ニ御座候
一塩之儀古来ゟ仕来申候処、文政六年蔵之前塩屋仁右衛門塩問屋株相求候付、私方御
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聞合御座候付、古来ゟ仕来之儀御願申上、同七年申二月御聞済ニ相成、他所送荷物
御座候節々御運上差上問屋職仕来申候
一綿問屋之儀前々ゟ仕来申候処、寛政元酉年御城下綿屋京口屋九八・大口屋清兵衛・
鈴村屋庄兵衛三人之者私方ハ郷綿問屋而已之儀申立、入船綿取扱御差留メ之振被仰
付候付、右綿問屋往古ゟ仕来并ニ御運上差上候儀申立、寛政二戌年御聞済相成、綿
入船有之候節ハ、右三人私共都合四軒順番ニ水上仕候様被仰渡御聞済相成居申候
一紙問屋之儀往古ゟ御運上差上仕来申候処、文政元寅年御城下紙問屋菱屋太兵衛・美
濃屋長右衛門両人之者、私紙問屋差留之儀御願申上候付、右之趣御役所ゟ被仰付候
付、私方古来ゟ仕来之趣、御請書申上御聞済ニ相成、右両人ノ者納得之上熟済仕、追々
仕来申候、然処天保十二年三州紙取扱之儀ニ付、御城下信州問屋白木屋甚右衛門始
四人之者御願申上、町御役所江私御呼出之上御尋ニ付、右職従来御運上差上仕来之
儀申上候ニ付、右之者ゟ於内輪熟済之儀扱人差越既ニ事済之期ニ至り、寅三月諸株御
解ニ相成申候
一米穀之儀文化十四丑年御城下問屋相定候付、私方米穀取扱之儀御差留被仰付候ニ付、
往古ゟ仕来之儀御願申上御聞済ニ相成、御城下米穀問屋同様ニ被仰付、米穀会所印
鑑を以通船仕候処、寅年株御解後も米穀之儀ハ前々之印鑑ニ而通船仕候、然処去冬
御城下米穀世話方御願済仕候付、私共先般御願済規模を以御城下世話方へ談合、先
年之通御城下同様米穀印鑑を以通船仕候、右ヶ条之通従来仕来申候儀ニ而堀川船御
番所御取建之時節も諸色問屋之印鑑差上、去寅年迄無故障通船仕候、然処今般御城
下諸色世話方御締ニ付、元問屋印鑑ニ而ハ通船難相成、旧来之職分差留同様ニ相成必
至之難渋仕、家内養育も難相成姿ニ而実ニ歎ヶ敷奉存候、尤私儀新規開発之御願ニ而も
無之、元和已前ゟ御当所住居仕御蔭を以数代諸荷物問屋渡世罷在、私代ニ至り右職
減滅相成候而ハ、先代旧功も空敷相成、誠ニ当惑至極ニ奉存候、右職分当時手細ニ仕
候得共、前々ハ肥物始ヶ条之品、其外手広ニ商内仕候節も、御城下御差障之不正之
商内等一切不仕、是又名古屋同職之族承知罷在候哉ニ奉存候、御城下始御当所おゐ
ても旧職之族ハ夫々仕来候世話方無故障被仰付候儀ニ御座候処、私儀未御吟味中御
許容も御否も不承候、就而ハ如何ニ相成候儀哉与私始老父家内ニ至迄寝食亡却仕甚心
配当惑仕候、右御否も不相待恐多御願品ニ候得共、前顕申上候始末厚御憐察被下置、
御上様格別之御仁恵を以、右ヶ条願之通世話方肝煎役被為仰付被下置候ハヽ、旧来
之職分安堵仕莫大之御国恩与重々難有仕合可奉存候、以上
　　　　　　　嘉永元年申十一月
